
藤沢市における

コロナ休校時の軽食・食材提供

～普段の顔の見える関係を生かして、必要とする子へ食事を届ける～



藤沢市におけるコロナ休校時の軽食・食材提供

1. いつ、どのようなことをしたのか

2. どうして、軽食・食材の提供をしようと考えたのか

3. 利用者の反応 は どうだったのか

4. 実施したことにより 得られたこと
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1. いつ、どのようなことをしたのか

(1) 当時の状況

2020年

2月末 突然、3月からの臨時休校が決定

3月上旬～中旬 臨時休校のため、給食中止

（給食課）使えなかった食材は、4月に使おう

（保護者）子どもの昼食の用意は、春休みまでの我慢

→ 突然、給食がなくなった大変さ、伝わってくる

3月中旬～下旬 春休み
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1. いつ、どのようなことをしたのか

2020年

4月上旬 臨時休校の延長決定、給食も中止

（保護者）子どもの昼食の用意、限界の家庭も

（給食課）昼食用意できない家庭、どうにかできないか？

使おうと思っていた食材、廃棄するのか？

調理員の在宅勤務って、何すればいいのか？
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1. いつ、どのようなことをしたのか

2020年

4月16日～30日 食の支援が必要な家庭に、持ち帰り用の軽食を提供

（調理員が学校で調理、先生や調理員が学校で配布）

4月下旬 臨時休校の再延長決定、給食も中止

5月1日～29日 持ち帰り用の軽食提供を延長

5月下旬 6月の分散登校が決定

5月下旬 給食が始まる6月中旬までの昼食用として、

社会福祉協議会の協力により、米などの食材を配布
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1. いつ、どのようなことをしたのか

(2) 軽食の配布

軽食の内容 パン、おにぎり、牛乳、給食の中止により廃棄予定の食材を

活用した おかず・果物（調理員が給食調理場で調理）

対象者(家庭) 食の支援が必要な家庭

（ひとり親家庭や医療従事者など、ただし資格確認はしない）

自己負担 1食 100円（要保護、準要保護世帯は０円）

配布の方法 利用希望日を事前に申込み、当日は子どもが小学校で受取

（中学生は、学区の小学校で受取）
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1. いつ、どのようなことをしたのか

(3)食材の配布

食材の内容 米、牛乳、野菜ジュース、レトルト食品など、日保ちする食材を

小学生1人2週間分、中学生1人4週間分

対象者(家庭) 食の支援が必要な家庭

（ひとり親家庭や医療従事者など、ただし資格確認はしない）

自己負担 無料

配布の方法 社会福祉協議会のコミュニティソーシャルワーカー(CSW)が、

事前に申込みをした家庭の自宅を訪問し、直接手渡し
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1. いつ、どのようなことをしたのか

（まとめ）

2020年3月 臨時休校

4月～5月 臨時休校の延長、給食が中止

→ 食の支援が必要な家庭に、持ち帰り用の軽食を提供

5月下旬 6月の分散登校が決定

→ 給食が始まる6月中旬までの昼食用として、

社会福祉協議会の協力により、米などの食材を配布
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2. どうして、軽食・食材の提供をしようと考えたのか

(1) 保護者の声

3月上旬 3月の給食は2週間程度でおしまい

3月中旬～4月上旬の春休みの昼食の用意は想定済

→ 思いのほか、大変だった

4月上旬 子どもの昼食の用意、これ以上は限界（お金・手間）

→ 給食＝1食270円で栄養バランスが取れた昼食

食の支援が必要な家庭の存在
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2. どうして、軽食・食材の提供をしようと考えたのか

(2) 行政の事情

食材の活用 給食中止が続き、食材業者の好意による保管も限界

納品予定のミカンなどの廃棄始まる（廃棄費用負担）

→ 食材の活用方法を考える必要があった

調理員の活用 在宅勤務推奨も、調理員は現場での業務が基本

普段、給食を食べてくれる子どもたちを心配する気持ち

→ 調理員の気持ち、能力の活用方法を考える必要
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配布した軽食

4月の献立 5月の献立
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配布した軽食

牛丼・野菜ジュース・バナナ
パン・ソーセージ(鎌倉ハム)・
ゆで野菜・果物(デコポン)・牛乳
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配布した軽食

おにぎり・焼き鮭・野菜ジュース

おにぎりは、学校によって、

ゆかりごはんにするなど、

子どもたちが飽きないように、

調理員たちが工夫を凝らした
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配布した食材

配布した食材
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配布した食材

配布した食材（小学生は１人１箱、中学生は１人２箱）
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配布した食材

ＣＳＷが作成してくれた、子ども向け簡単レシピ
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配布した食材

ＣＳＷが配布時に一緒に渡していた、レシピと案内
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3. 利用者の反応 は どうだったのか

(1) 肯定的な声

・支援を届けたい家庭に届いたことが分かる声

・学校が心配する子（家庭）の様子を把握できた

(2) 否定的な声

・否定的な声は、利用者以外から

・対象ではない家庭が利用している、という苦情？もあり

・食材の提供は、すぐ食べられるものでないので意味がない、という意見
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3. 利用者の反応 は どうだったのか
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社会福祉協議会へ届いた手紙

ＣＳＷが直接届けたことで、
気持ちが伝わったと思われる例



4. 実施したことにより 得られたこと

(1) 行政として担うべき役割の再確認

・求められていることをキャッチする感度の高いアンテナ

・いろいろな人の思いを具体化する仕組

(2) 課題

・実現するまでのハードルを丁寧に乗り越える労力

・同じことが起きた場合への事前の備え
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ありがとうございました
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